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【削減状況の自己評価】
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基準年度(平成 25 平成 26 目標年度(平成

対象事業の名称

0.295

個数

（該当事業者のみ記入）

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

26

個数 個数

関連数値(平成 26 達成率等年度)

27

26

指標の状況

計画期間： 平成 26

佐川急便株式会社　高梁営業所

工場等の名称

④ 佐川急便株式会社　倉敷西営業所

80.7

年度)

県内の集荷個数

　貨物取扱量が年々減少している事により、配送ルートの見直しで効率化を進めると共に保有車両の
削減及び車両入替で新車を導入した為、燃料に関しての二酸化炭素の総排出量は削減されています。
その一方で1個当たりの排出量の増加は取扱個数減少に伴い昨年同様となりました。

2

ｔCO2

⑤ 佐川急便株式会社　山陽営業所 362

1.5

26

）年度排出量

ｔCO2

3,514

）年度

箇年度）

（平成

）年度削減実績

ｔCO2

⑥ 160

ｔCO2

588 ｔCO2

高梁市落合町阿部字河原田2360-1

（●工場等の数 6 所 ●車両台数（②該当の場合）

佐川急便株式会社　岡山営業所

②

⑤ 佐川急便株式会社　山陽営業所 赤磐市沼田1091-1

④

岡山市南区郡3006番地

⑥

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 佐川急便株式会社　津山営業所 津山市高野本郷1830-2

佐川急便株式会社　高梁営業所

浅口市鴨方町地頭上字長谷55

1,144

業種名：道路貨物運送業

事業用貨物自動車による貨物の運送

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

② 佐川急便株式会社　倉敷営業所

1,797

299 台）

ｔCO2

)年度排出量

3,568

③ 佐川急便株式会社　津山営業所

佐川急便株式会社
601-8104

京都府京都市南区上鳥羽角田町68番地

岡山営業所　安全推進課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

佐川急便株式会社　倉敷営業所 倉敷市曽原416-1

佐川急便株式会社　倉敷西営業所

目標削減率

736

0.057 0.291

目標達成

ベンチマーク指標

未達達成

27平成

ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

① 佐川急便株式会社　岡山営業所

③CO2換算3,000t以上

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

4,787

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

　 無

県内６営業所 （平成26年度実施）
○『エコ安全ドライブ7カ条』に基づき、エコドライブを実施。
○全車両にキーチェーンを装備し、アイドリングストップを実施。
○ドライブレコーダー搭載を促進、エコドライブの個別指導を実施。
○看板灯のライトダウン及び不必要な電灯の消灯を実施。
○季節により事務所内の温度管理を実施。（夏：28度　冬：20度）

（今後実施予定分）
○26年度実施分を継続して実施する。
○事業所毎に年間の燃料削減目標を定め、適宜進捗確認を行う。
○事業所全体の取組みに加え、車両毎の個別管理を行う。
○現場指導の強化として、添乗指導や安全パトロールを継続して行う。

　各営業所の安全推進課が取組状況を把握して、目標達成に向けて様々な対策を実施して推進活動を
行いました。また、定期的に目標に対する進捗状況を確認し、取組内容の見直し等、必要に応じた対
応を実施しました。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

その他

その他

県内で
の取組

　 無

　 無


